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刑法犯
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認知件数は平成20年から半数以下に減少
大阪府警察犯罪抑止戦略本部によると、平成30年の刑法犯認知件数は、９万5,558件で、前年に比べ11,465件(前年比10.7％)減少し、平成20年の21万626件に比べ54.6％減少しています。検挙件数は２万1,485件となっており、検挙率は22.5％で前年に比べ0.7ポイント増加しています。
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平成26年 54,796 14,833 13,000 1,354 9,577 3,185 2,346 1,447

  27 57,908 14,834 12,889 1,402 9,802 3,224 2,400 1,579

  28 62,330 16,349 12,797 1,278 10,074 3,237 2,671 1,646

  29 64,366 16,614 12,156 1,258 9,817 3,016 2,574 1,660

  30 66,371 17,466 11,584 1,148 9,273 2,863 2,344 1,558
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また、検挙人員は１万5,918人で、前年に比べ1,052人(前年比6.2％)減少し、平成20年の２万8,042人から１万2,124人減少しました。年齢階級別にみると、30歳から39歳の検挙人員が2,386人(構成比15％)と前年に比べ８人(前年比0.3％)増加した以外は、すべての年齢階級で減少しています。

裁判所

総数、少年事件、刑事事件、民事・行政事件は減少、家事事件は増加 
司法統計によると、平成30年の大阪府内の裁判所が受理した事件件数は、31万1,011件で、前年より6,812件(前年比2.1％)減少しています。
このうち、少年事件は7,241件(同8.1％)、刑事事件は８万3,811件(同5.3％)、民事・行政事件は14万1,555件(同2.0％)といずれも前年より減少しました。一方で、家事事件は７万8,404件(同1.7％)と前年より増加しており、増加傾向が続いています。

平成30年に高等裁判所及び家庭裁判所が受理した家事事件は、家事審判事件が６万6,371件(前年比3.1％増)、家事調停事件が9,273件(同5.5％減)となっています。家事審判事件の内訳は、「相続放棄」が１万7,466件(事件全体に占める割合は26.3％)と最も多く、次いで「子の氏の変更」が１万1,584件(同17.5％)、「改氏」が1,148件(同1.7％)の順となっており、「相続放棄」が前年に比べ5.1％増加しています。また、家事調停事件の内訳は、「婚姻中の夫婦間の事件」が2,863件(事件全体に占める割合は30.1％)と最も多く、次いで「子の監護処分」が2,344件(同25.3％)、「婚姻費用分担」が1,558件(同16.8％)の順になっており、内訳すべての項目で事件数が減少しています。

[大阪府統計年鑑　第21章22表より]





 刑法犯罪認知件数等の推移 





[大阪府統計年鑑　第21章18表より]





 年齢階級別刑法犯検挙人員の推移 





[大阪府統計年鑑　第21章4、5表、裁判所「司法統計」より]　





※民事・行政事件及び家事事件は件数、刑事事件及び少年事件は人員です。





 事件別受理件数の推移 





 家事事件の主な事件別受理件数の推移(新受件数) 





 [大阪府統計年鑑　第21章9、10表より]
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